
唱歌を歌おう～昔懐かしい歌を～ 
 

２月に予定していた講座です。当初２回の計画でしたが、

１回に変更して実施します。 

期日：令和４年３月 15日(火) 

時間：10：00 ～ 11：30 

講師：山脇玲子 氏 

定員：老若男女どなたでも参加できます。定員はもうけて

いません。みんなで歌いましょう。 

内容：前半は電子オルガンに合わせて昔懐かしい唱歌や叙

情歌を参加者みんなで歌います。後半は簡単な合唱

をして楽しみます。「早春賦」「はるよこい」「ふるさ

と」「高原列車」「かわのながれのように」など 

＜臨時休館の延長について＞ 
新型コロナウイルス対応のまん延防止等重点措置が延長されたことにより、三重地区公民館は３月６日

（日）まで臨時休館を延長することとしました。今後、状況次第では変更があるかもしれませんが、計６週

間の長期の臨時休館となりました。 

臨時休館にあたっては、地域及び利用者のみなさまには、ご理解とご協力をいただき誠にありがとうご

ざいました。１日も早く通常の公民館に戻ってほしいと願っています。 

なお、休館中の日曜日と月曜日、祝日は、職員は出勤しておらず閉館しています。火曜日から土曜日まで

は職員が勤務しています。この間、図書の返却、予約図書の貸出は行いますが、図書室への入室はできませ

んのでご注意願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜３月の講座受講者を募集しています！＞ 申し込みは電話でお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年３月号（２月１８日発行） 

三重地区公民館だより 
長崎市三重町 1142－1 TEL850-0142 FAX850-0163 

公民館だより・講座情報は長崎市のホームページからもご覧頂けます。 
HOME＞子育て・学び＞学校・教育（教委）＞公民館＞三重地区公民館（講座情報） 

春の道草を喰おう 
 ３月の野草はまだ柔らかく、おいし

いです。野草を積んで天ぷらにして食

べましょう。 

 

期日：令和４年３月１９日（土） 

時間：10：00～12：00 

材 料 費：200円程度 

定員：２０人 

講師：原田 穣 氏 増村あつ子 氏 

内容：野草を観察採集し天ぷらにして

試食する。おにぎり、水筒持参。 

まゆ玉かざりつくり教室 
  

２月に予定していた講座です。内容を

一部変更して次のとおり開催いたしま

す。 

期日：令和 4 年３月１８日（金） 

時間：10：00～12：00 

講師：日宇みや子 氏 

定員：10人  

定員に達し次第締 

め切ります。 

内容：まゆ玉の基本の形 

を作ります。 

材料費：５００円 

＜三重地区公民館自主学習グループの紹介＞ 

 絵手紙教室（美彩） 

絵手紙教室は、Ｈ28年の公民館講座 

をもとに発足しました。右の写真は昨年 

の７月から９月にかけて、玄関ホールに 

掲示した作品です。教室は、月２回、日 

曜日の午前に、冨山章三先生を講師にお 

迎えして開催されています。見学または 

入会ご希望の方は、三重地区公民館まで、 

ご連絡をお願いします。 



三重地区公民館が明るくなりました！ 
しばらく前まで、三重地区公民館前駐車場のまわりには、ケヤキやナンキン 

ハゼ、ヤマモモ、カシ、ウメ、サザンカ、ツツジ、ヒイラギ、マキの木などが 

よく繁っていました。事務室や敬老室前は休館中に少しずつ剪定してきました 

が、今回、２月３日に玄関前の駐車場の樹木の剪定をしていただきました。お 

かげで、とても明るくなりました。右の写真は晴れた日の様子です。晴れた日、 

２階の各部屋はカーテンをあければ、温かい光が差し込んできます。休館が早 

く終わって、たくさんの方に利用していただきたいと願っています。 

長崎市編入記念碑 
 剪定をして、右の画像 

の石碑が目立つようにな 

りました。この石碑は、 

昭和４８年３月３０日に 

建立されています。翌日 

の 31 日、旧三重村は長 

崎市に編入されました。 

記念碑には、旧三重村の沿革、編入時の村三役、村会議員の

氏名が刻まれています。三重地区は、来年（令和５年）に編

入５０周年を迎えることになります。 

部落有財産統一記念碑 
 敬老室前にはツツジ 

やケヤキ、ウメなどが 

繁っていました。今回、 

石碑横の木を根元から 

伐ってもらうと、昭和 

11年に建立された石 

碑がよく見えるようになりました。村内の各部落

が有していた財産を統一し、それを記念して当時

の三重村が建立したものです。時は、日中戦争が

始まるころです。 

 

 

地域勉強会「わがまちで暮らし続けるための勉強会」が開催されました。 

昨年 12月 12日（日）三重地区市民センターで、この三重地域 

でこれからも暮らし続けるために、地域の現状や人口推移を踏まえ 

て、どのような進化が求められるのか、地域と一緒に考えようと勉 

強会が開催されました。 

この勉強会は、講師に川北秀人さんを迎えて、令和元年度に自治 

会長をはじめ地域団体代表者を対象にして開催され、今年度は、地 

域内４小中学校の保護者を対象に開催されました。 

川北さんからは、現在コミュニティを中心的に支えている 60代 

70代の方たちが必然的に将来支えられる側になっていくので、今 

のうちに後継者が育っていなければならないことや、地域の行事は常に見直しを行 

い、まずは変えてみる、やってみることが必要であることなど、具体的な事例とと 

もにお話がありました。 

受講された保護者のアンケートでは、子供が小さく共働きで自治会の役が回って 

きても務められるか不安で加入できないという意見がある一方、自治会や近隣住民 

との関係づくりなど地域との関わりの大切さを考える機会になったという感想や、 

子どもたちが安全に楽しく参加できるイベントがあれば協力したい、自分が地域の 

ために何ができるか考えたいといった意見がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三重地区公民館の日曜日臨時職員（会計年度

任用職員）を募集します。 
 

【業務内容】利用者対応、図書貸出・返却 

【勤 務 日】日曜日（月１～２回程度） 

      ※平日勤務をお願いすることがあります。 

【勤務時間】9時～17時（休憩 12時～13時） 

【資格要件】なし 

お問い合わせは、三重地域センター（℡850-1111）へ 

１月に配本されてきた図書 
クリスマス黙示録        多島斗志之 

ずぼら管理栄養士が教える 

ずるやせダイエット  高杉保美 

一生困らないお金の習慣     加谷珪一 

おいしい経済          楠本修二郎 

プロレス社会学のススメ     斎藤文彦 

シングルマザー、その後     黒川祥子 

六つの村を越えて髭をなびかせる者 西條奈加 

小学生からの SDGｓ       深井宣光 

ねこのオーランドー毛糸のズボン ｷｬｽﾘｰﾝ・ﾍｲﾙ 

よそんちの子          いとうみく 

神招きの庭 ５         奥乃桜子 

僕がきみと出会って恋をする確率 吉月 生 

 

３月の休館日 
１日～６日 臨時休館（変更の場合があります） 

月曜日（７日 14 日 21 日 28 日）及び 22 日（火） 


